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１．万博開催時の交通状況について



開催概要

•大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」を体現する様々な参加形態
や事業、会場のデザインを含む会場計画、運営計画、資金計画等をまとめた協会のマス
タープラン「基本計画」を2020年12月25日策定・公表

•基本計画に基づき、参加国、国際機関への招請活動や企業・団体・自治体・市民団体等の
参加と共創を促進するとともに、各事業の実施計画の策定や具体的な取り組みを推進

名 称 ２０２５年日本国際博覧会（略称：大阪・関西万博 ）

テーマ いのち輝く未来社会のデザイン

サブテーマ Saving Lives（いのちを救う）

Empowering Lives（いのちに力を与える）

Connecting Lives（いのちをつなぐ）

コンセプト People's Living Lab（未来社会の実験場）

会 場 夢洲(ゆめしま)（大阪市此花区）

開催期間 2025年4月13日～10月13日

想定来場者数 約2,820万人

1. 大阪・関西万博とは
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兵庫
416万人

17％

京都
198万人

8％ 滋賀
110万人

4％

奈良
101万人

4％
和歌山
69万人

3％

57万人
2％

関 東

292万人
12％

中 国

四 国

九州・沖縄

近畿圏以西 287万人
（12％）

近畿圏 1,559万人
（63％）

近畿圏以東 624万人
（25％）

来場者総数 2,820万人
うち、国内来場者 2,470万人（近畿圏内 1,559万人 近畿県外 911万人）
うち、海外来場者 350万人（12%）

大阪
665万人

27％

64万人
3％

121万人
5％

101万人
4％

275万人
11％

北陸・中部

北海道・東北

（％は国内来場者総数に対する割合）

2. 方向別来場者内訳

・１９９０国際花と緑の博覧会の来場者実績等をベースに推計
・端数処理の関係上、合計は一致しない場合がある
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３．交通手段別来場者内訳

※ 公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会にて推計

博

覧

会

会

場

大阪メトロ
中央線

夢
洲
駅

会
場
内
乗
降
場

（交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

自家用車等
6.8万人
（30%）

駅シャトルバス等
2.6万人 （11%）

鉄道
13.3万人
（5９%）

P&Rシャトルバス

船 舶

タクシー

団体バス

駅シャトルバス

中長距離直行バス

空港直行バス

船シャトルバス

6

＜日来場者22.7万人の場合＞
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４．会場へのアクセス（１）

万博会場への主要なアクセスルートは鉄道（Osaka Metro中央線）と
道路（舞洲経由）です

中央線

① Osaka Metro 中央線（鉄道）

夢洲本町

御堂筋線

新大阪

② JR桜島線（鉄道＋駅シャトルバス）
万

博

会

場

万

博

会

場

駅シャトルバス（予約制）

舞洲経由

交通ﾀｰﾐﾅﾙ

駅シャトルバス桜島線経由
舞洲経由

万博P&R駐車場（予約制）
［尼崎、堺、舞洲］

P&Rシャトルバス自家用車

交通ﾀｰﾐﾅﾙ

舞洲経由

空港/中距離/長距離直行バス

交通ﾀｰﾐﾅﾙ

舞洲経由

やむを得ず自家用車を利用される場合は、万博P&R駐車場の利用を呼びかけ

1. ３つの主要ルート 2. 主要鉄道ターミナルからの駅シャトルバス

＜主要鉄道駅＞
難波、上本町、天王寺、堺、堺東、尼崎

3.空港ターミナルからの直行バス

4.中距離直行バス・長距離直行バス

5. 自家用車利用

主要鉄道駅

原則として電車・バスなどの公共交通機関の利用を呼びかけ

交通ﾀｰﾐﾅﾙ桜島新大阪

淀川左岸線経由

舞洲経由

③ 淀川左岸線（2期）
（新大阪駅、大阪駅等発の駅シャトルバス）

駅シャトルバス（予約制）

新大阪
大阪
中之島

交通ﾀｰﾐﾅﾙ
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車いすやベビーカーの
利用者は予約可



４．会場へのアクセス（２）
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５．会場の混雑予測（１）

①万博会期中における会場の混雑予測

開催期間は184日間（2025年４月１３日～10月13日）です

会場が混雑する期間は、修学旅行シーズンの６月や駆け込み需要のある８月のお盆以降
などと予測しています

特に会期終盤の10月の約２週間は非常に混雑すると予測しています

＜予測の考え方＞

※１ （開幕～５月） 会期前半は過去の万博傾向から、来場者が多くないと想定

※２ （７月～お盆） 修学旅行の需要が一段落し、暑い時期ということもあり、一般の来場者需要も減少すると想定

※１ ※２

非常に混雑
約20万人/日 以上

混 雑
約14万人/日 以上

やや混雑
約14万人/日 未満
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※日来場者数 22.7万人の場合の予測

開幕券・前期券・一日券 ＜万博開場時間＞ （９時～22時）

夜間券 （17時以降入場可）

平日券・夏パス・通期パス （11時以降入場可）

５．会場の混雑予測（２）

② １日の時間別の来退場の予測

来場は午前中に約７割、退場は18時以降に約６割と予測しています

夕方16時には、退場と夜間券の来場が重なるピークの発生を予測しています
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６．想定される主な混雑＜鉄道・来場方向＞（１）

Osaka Metro中央線・御堂筋線に万博交通の集中が予想されます

このうち、Osaka Metro中央線（弁天町～コスモスクエア間）は、来場者が
20万人を超える日において、平日朝ピーク時に大変混雑すると予測しています
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６．想定される主な混雑＜鉄道・来場方向＞（２）
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６．想定される主な混雑＜道路・来場方向＞（１）

万博P&R利用料金にダイナミックプライシングを導入し、需要の平準化を
図りますが、阪神高速道路池田線、東大阪線は、平日午前を中心に交通量
が増加し、現在より渋滞の増加が予測されます
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６．想定される主な混雑＜道路・来場方向＞（２）

湾岸舞洲出口～会場までの一般道路は午前を中心に駅シャトルバス等や
自家用車等が増加します
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２．働きかけTDMについて
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ＴＤＭ （Transportation Demand Management） とは

ＴＤＭ（Transportation Demand Management：交通需要マネジメント）

鉄道や道路利用者による交通発生源の調整や時間・経路の変更など、交通行動の変更を促して、発生交通量の

抑制や集中の平準化など、「交通需要の調整」を行うことにより、交通混雑を緩和していく取組をいいます。

〈ＴＤＭの取組例〉

在宅勤務 まとめて納品

納品時期の変更

＜主な取組メニュー＞
• テレワーク
• 在宅勤務
• オンライン会議の推進
• 共同配送
• イベント開催場所・時期の変更 等

＜主な取組メニュー＞
• 時差出勤
• フレックスタイム
• 外出・打合せ時間の調整
• リードタイム（納品時期・時間）の変更
• 配送時間の変更 等

＜目的＞

ＯｓａｋａＭｅｔｒｏ中央線や阪神

高速道路等の混雑区間を避

けた取組により、鉄道や道路

での交通混雑を緩和

＜目的＞

万博会場が混雑する期間に、

会場周辺等で、移動量等を

削減する取組により、鉄道や

道路での交通混雑を緩和

＜目的＞

万博会場が混雑する期間や

来退場のピーク時間帯を避

けた取組により、鉄道や道路

での交通混雑を緩和

＜主な取組メニュー＞
• 移動・通勤ルートの変更
（混雑区間を迂回）

• 配送経路の変更
• 影響の低いエリアにある倉庫の活用
等

時差出勤

🕘
🕦
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２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議

会長 大阪府知事
会長代行 大阪市長
副会長 公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 事務総長

委員
公益社団法人関西経済連合会 会長
大阪商工会議所 会頭
一般社団法人関西経済同友会 代表幹事

協力委員

経済産業省 近畿経済産業局長
国土交通省 近畿地方整備局長
国土交通省 近畿運輸局長
関西鉄道協会 会長
近畿バス団体協議会 会長

・Osaka Metro中央線の輸送力増強や、チケットコントロールによる来場需要の平準化を実施しても、多客日のピーク
時には、交通混雑の発生が予想される
・このため、円滑な万博来場者輸送と都市活動の両立を目指すためには、在宅勤務や時差出勤、混雑予測箇所の迂回など、
住民や企業等の方々に交通行動の変容のご協力をお願いする必要がある
・そこで、令和４年１２月に、大阪府知事を会長とする「２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議」を設置

○第１回（令和４年１２月２７日）

・交通円滑化推進会議の設置について

・現状と今後の進め方について

○第２回（令和５年１２月２７日）

・企業への働きかけ ・今後の進め方

・大阪府・大阪市の取組

・先導的取組

（日立造船㈱、ミズノ㈱、㈱ロイヤルホテル）

○第3回（令和6年8月２6日）

・企業への働きかけ

・TDMトライアル計画

・今後の進め方

○第４回（令和６年１２月２３日）

・ＴＤＭトライアルの検証結果

・ＴＤＭパートナー企業登録促進に向けた取組

・１００日前広報について

〇交通円滑化推進会議メンバー 〇経過
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万博ＴＤＭパートナー登録制度

▶ 万博ＴＤＭパートナーとは、

18

「２０２５年大阪・関西万博 交通円滑化推進会議」で呼びかける、万博期間

中の円滑な万博来場者輸送と都市活動の両立をめざすため、一般交通の

抑制や分散、平準化の取組にご協力していただく企業の皆さまです。

各種特典について
詳しくはこちら！



万博ＴＤＭパートナー登録制度

▶ 万博ＴＤＭパートナー メールマガジン
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〇配信イメージ

○Vol.２２（令和７年１月２７日）

・「万博TDM・推進キャンペーン」の実施について

（Osaka Metroの取組）

○Vol.21（令和７年１月１５日）

・TDMトライアル時の取組事例の紹介

○Vol.20（令和６年１２月２6日）

・交通円滑化推進会議（第４回）開催

○Vol.19（令和６年１２月１６日）

・大阪・関西万博 来場者輸送具体方針（アクションプラン）

第5版を策定

・阪神高速道路(大阪地区)の渋滞予測カレンダー

○Vol.１８（令和６年１１月２５日）

・大阪メトロ「e METROアプリ」による混雑状況

見える化の取組み

○Vol.１７（令和６年１１月８日）

・EXPO 2025 交通インフォメーションについて

〇直近の配信内容例



万博ＴＤＭパートナー 各種インセンティブ

①万博TDMステッカーの配布

＜概 要＞
➤パートナー企業に登録いただいた全企業に対し、「万博TDM登録
ステッカー」を取得できる仕組み。

➤１事業所毎に１枚郵送配布

＜スケジュール＞
➤パートナー登録完了後、パートナー登録企業あて随時配送

20

②名刺用 TDMロゴ

＜概 要＞
➤パートナー企業に登録いただいた全企業に対し、
名刺用のTDMロゴを提供

＜スケジュール＞
➤ パートナー登録証発行時のメールにて
ダウンロード用URLを送付

＜使用イメージ＞
＜ロゴイメージ＞

＜ステッカーイメージ＞



③リーフレットへの企業名掲載

＜概 要＞
➤TDMリーフレットに、登録企業社名を掲載

21

＜TDMリーフレット 表紙＞

＜更新スケジュール＞
➤月に１回の頻度で全月末時点の
登録状況に更新

＜社名 掲載イメージ＞ ※大阪市の万博TDMパートナー登録制度
専用ホームページにも同様に企業名が
掲載されます。

＜掲載イメージ＞

万博ＴＤＭパートナー 各種インセンティブ



④テストランにおいてパートナー企業をご招待

＜概要＞
➤万博テストラン※を活用し、 TDMにご協力をいただくパートナー企業を会期前にご招待

※万博開幕前に、実際に会場内に試験的に来場者を入れて会場運営してみることで、
改善点を発見し、開幕を迎えるまでに対応策を講じることを目的に行うもの。

＜募集期間＞
➤２０２５年２月1３日（木）から２０２５年３月１４日（金）１７時まで

＜申込方法＞
➤大阪市行政オンラインシステムより、必要事項を記入のうえ、お申し込みください

＜実施期間・規模＞
➤2025年４月６日（日） 9時～２１時
➤テストランの招待枠として５名/事業所 × 1,000事業所

＜選考方法＞
➤応募人数が募集人数を上回る場合においては、一般抽選を実施します。
（当選人数は5,000名程度）
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⑤万博TDM出前授業

＜概要＞
➤万博TDMの取組みのPRとして、大阪府市の職員が企業へ出前授業に出張
➤ミャクミャクも登場しPRを実施（予定）
➤パートナー企業とのTDMの取組状況の意見交換を実施
➤出前授業状況等の写真撮影

＜募集期間＞
➤２０２５年２月1３日（木）から２０２５年３月１４日（金）１７時まで
実施企業の決定は3月２8日（金）

＜申込方法＞
➤万博TDM専用ホームページに掲載の応募書類を大阪府市万博推進局まで、
持参または郵送にて提出

＜実施期間等＞
➤2025年5月１２日から9月３０日の平日（月曜日～木曜日）
➤平日10時～１７時のうち、１時間３０分程度を予定
➤１か月あたり２日程度（1日あたり２ヶ所程度）を予定

＜選考方法＞
➤多数の応募があった場合、一般抽選
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万博ＴＤＭパートナー 各種インセンティブ



⑥大阪ヘルスケアパビリオン 催事専用スペースの活用

＜概要＞
万博TDMパートナー登録企業の皆様が催事を実施できる機会をご提供

＜対象企業＞
万博TDMパートナーの登録企業でTDMの取組を実施しており、
大阪ヘルスケアPVの催事スペースでの催事の実施を希望する企業

＜募集期間＞
➤２０２５年２月1３日（木）から２０２５年３月１４日（金）１７時まで
実施企業の決定は3月２8日（金）

＜申込方法＞
➤万博TDM専用ホームページに掲載の応募書類を
大阪府市万博推進局まで、持参または郵送にて提出

＜催事条件＞
➤ 大阪ヘルスケアPVの出展参加テーマの『REBORN』や、大阪の活力・魅力を国内外に
発信する『大阪のプレゼンス向上』を基本方針とし、大阪・関西
万博会場での実施に相応しいクオリティやエンターテインメント性の有する催事を展開できるもの

➤ 催事内容に、万博TDMに関する取組の紹介を含めること
➤ 実施体制： 候補日のうち１日を複数団体（原則２社/日）で実施
➤ 催事期間： 2025年６月・７月の複数日

＜選考方法＞
➤応募書類の確認を行い、実施者を決定（多数の応募があった場合は一般抽選）

24

・ステージの大きさ：幅10ｍ×奥行8ｍ＝約80㎡
・広場部分はテント等を出して展示スペースとして活用可能

催事スペース平面図

万博ＴＤＭパートナー 各種インセンティブ



万博ＴＤＭパートナー登録制度

▶ 登録項目

①企業・団体情報

・企業・団体名称 ・事業所名 ・業種 ・従業員数 ・ホームページのＵＲＬ ・所在地 など

②ご担当者情報

・ご担当者名 ・所属部署 ・メールアドレス など

③ＴＤＭを取り組む対象の交通

・鉄道の場合 （OsakaMetro中央線（弁天町ー朝潮橋）、OsakaMetro御堂筋線）

・道路の場合 （阪神高速道路、主要ターミナル駅周辺、その他路線）

④実践するＴＤＭの取組

・人流における取組 （在宅勤務、計画的な休暇の取得、時差出勤 など）

・物流における取組 （共同配送、混載配送、納期時期の調整など）

TDMの取組等は検討中でも登録可能ですので、ま
ずはご登録いただき、交通情報等をご確認ください。
なお、★マークの登録情報は万博ＴＤＭパートナー
専用ホームページで公表させていただきます。

⑤自由記入

★ ★★

★
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★

ご登録の担当者メールアドレス宛に
「TDMパートナー登録証」を送付します。

検
討
中
で
も
登
録
可



万博ＴＤＭパートナー登録制度

▶ 登録先イメージ
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その他関連情報
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令和６年１２月２３日 第４回交通円滑化推進会議
Osaka Metro取組事例



大阪市公式LINEアカウントの活用
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大阪市公式LINEによる情報発信

 府民・市民については、登録制ではなく、自らの行動変容いただくための働きかけを実施
 ゼロベースからの登録者の獲得ではなく、既存の登録者数（約1万人）を皮切りに広く情報発信

大阪市LINE 検索

登録は
こちら

2025大阪・関西万博にチェック
⇒交通混雑情報等を発信！

大阪市公式LINEのメインメニューから右下の
「受信設定」をタップしてください。



カナデビア株式会社様 取組発表資料
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ミズノ株式会社様 取組発表資料

＜会社概要＞
所在地 大阪市住之江区南港北1-12-35
最寄り駅 コスモスクエア トレードセンター前
大阪本社勤務者数 約1,200名

2025年大阪・関西万博開催期間中の交通緩和の取り組み

 テレワーク制度の確立と浸透
コロナ禍に試行していたテレワークを制度化し継続して実施
出社率50～60％を継続キープ

 フレックス制度による時差出勤
コアタイムを設定しないフレックス制度の実施
1時間のみの勤務も可能なスーパーフレックス

 迂回通勤経路アナウンス
最も混雑が予想される期間については
迂回経路を社内インフォメーションにて掲示し、混雑回避を誘導

 大型イベント廃止、自社展示受注会の人流制限
過去6月に実施していたインテックス大阪での大規模展示受注会の中止を継続
自社での展示受注会は事前予約により来社人数を制限

ヒトの流れに対する取組

インテックス大阪で開催していた新製品展示会を

自社開催でコンパクトに。来社時間管理により混雑を避ける。
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リーガロイヤルホテル(大阪)のTDMへの取組

物流への取組

弊社は大阪・関西万博の円滑な開催に向け、TDMに精一杯のご協力をいたします。

2

人流への取組
1

設備工事の抑制 ：設備更新及び改修の頻度を低減。

納品の工夫 ：混雑時間帯及び混雑コースの回避。一括発注による納品回数の抑制。

エコプランの推進 ：客室のクリーニング回数を減らす取組の実施。アメニティ発注の回数抑制。

在宅勤務の推進 ：事務職員のテレワーク比率上昇。

時差出勤の推進 ：シフトコントロールによるピークタイムの回避。

諸会議のリモート化推進及び会議数の削減 ：コロナ禍に導入したZOOM活用範囲を広げる。

大阪市内営業時の社用車利用の抑制 ：セールスルートを効率化し公共交通機関を最大限利用。

大阪・関西万博のコア交通経路利用の抑制 ：中央線、御堂筋線通勤者の別ルート利用。

企業としての取組
3

業界への呼びかけ ：ホテル協会(大阪兵庫支部)加盟ホテルに対しTDMへの協力を呼びかけ。

取引先への呼びかけ ：協力企業、テナント企業に対しTDMへの協力を呼びかけ。

お客様への公共交通機関利用の呼びかけ ：公共交通機関及びシャトルバスの利用推奨を案内。

お客様への交通状況に関する情報の提供 ：期間中の混雑予想等を案内。

社内取組

ゲストへ向けた取組

株式会社ロイヤルホテル様 取組発表資料
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株式会社日立製作所様 取組発表資料



万博会期中の府市及び博覧会協会のTDM取組方針

TDM取組の基本的な考え方

 万博交通の集中が予測されるOsaka Metro中央線、御堂筋線における午前中のピーク時間帯

（８時台～10時台）の混雑緩和に寄与する取組が必要

 特に、万博会場へ直接乗り入れる唯一の路線であるOsaka Metro中央線の混雑緩和に寄与する

大阪府市（咲洲庁舎・ATC庁舎）、博覧会協会においては重点的な取組が必要

 一方、上記以外の所属についても、大阪府下全域の交通総量を削減する観点から、TDMの取組を実施

取組目標

対象職員
非常に混雑する期間
（R7.10.1～10.13）

混雑する期間
（R7.6.1～6.30、8.18～9.30）

大阪府市職員

咲洲庁舎・ATC庁舎 ７割 ３割

大阪府庁・
大阪市役所など※1

３割 可能な範囲

大阪府市職員（上記除く） 可能な範囲 可能な範囲

博覧会協会 ７割
※1 市役所の所属（副首都推進局、市政改革室、デジタル統括室、総務局、都市交通局、政策企画室、危機管理室、市民局、財政局、計画調整局、福祉局、健康局、こども青少年局、 都市整備局、

会計室、教育委員会事務局、行政委員会事務局、市会事務局）、契約管財局、環境局（あべのルシアス）、消防局

万博期間中の6月にTDMを行い、結果の把握・取組検証をもって、万博閉幕期の最混雑期
（10.1～10.13）に向けた対応方針に反映
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ご清聴ありがとうございました。

※詳しくは、TDMパートナー登録専用HPへ！
https://www.city.osaka.lg.jp/banpakusuishin/page/0000618137.html
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https://www.osakabanpakutdm.com/

https://www.osakabanpakutdm.com/
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お問い合わせ先

＜万博TDMパートナー登録制度 事務局＞
メール:banpaku-seibi01@banpakutdm.jp

＜大阪府・大阪市万博推進局整備調整部＞
電話: 06-6690-7731

mailto:banpaku-seibi01@banpakutdm.jp
tel:0666907731

